
令和5年度 第67回 合志市地域公共交通協議会 会議録要旨 

 

〔日時〕令和5年7月27日（木）10時15分～ 

〔場所〕合志市役所防災棟１階 避難所① 

〔出席者〕松永信弘委員、名垣眞一委員、祇園田征士委員、寺本秀信委員、 

島田忠昭委員、坂本智子委員、野口チカ子委員、斉場俊之委員、 

野田徹志委員、冨田廣志委員、上松秀樹委員、住吉隆典委員、 

小田原和美委員、白石勇人委員、横山朋弘委員、原田和彦委員、 

笹原維俊委員、田内康敬委員、森山悠委員、作野淳一委員、 

〔代理出席〕熊本電気鉄道株式会社 伊豆野 智英委員 

      株式会社相互交通   坂本 茂委員 

熊本県北広域本部   永友 佳仁委員 

熊本北合志警察署   竹本 和成委員 

〔欠席者〕小森田政憲委員、二子石智子委員、石原政孝委員 

田村正宜委員、飯干修一委員 

〔事務局〕佐藤企画課長、西田審議員、大久保課長補佐、八浪主幹 

 

〔議題〕 

協議事項      

（１）御代志開発に伴うコミュニティバス運行路線の変更について  

(２) ハローディ・ナフコの停留所名変更について         

 

 報告事項 

（１）令和４年度コミュニティバス運行実績報告について      

（２）コミュニティバス利用状況調査について           

（３）令和５年度事業計画（案）収支予算（案）について             

 （４）合志市地域公共交通計画の策定について           

 

 

 

 



１．開会 

佐藤企画課長が開会の宣言及び新任委員の紹介 

 

２．あいさつ 

松永会長より会長辞任のあいさつ 

 

３．会長選出 

 事務局一任により、合志市副市長 名垣委員を会長に選出 

 

【名垣会長あいさつ】 

今日は大変暑い中お集まりいただきありがとうございます。 

このたび会長職を拝命しました副市長を務めております名垣でございます。 

この合志市地域は経済をはじめ取り巻く社会環境というものは今後さらに大きく変化

していくことが見込まれる状況であり、この地域公共交通の果たす役割というのはま

すます重要になってくるのではないかと考えているところです。 

今年度は、この公共交通の課題等を踏まえた中で新たな対応方針を含めた計画を策定

する時期となっておりますので、改めてこの地域公共交通の役割、あるいはさらに一

歩踏み込めて申し上げれば、利益を得るものは誰なのかとそういったところにフォー

カスをしながらですね、皆様方としっかりと議論をして進めてまいります。 

 

４協議事項 

（１）御代志開発に伴うコミュニティバス運行路線の変更について  

事務局より資料１を説明。 

協議の結果、出席者の承認を得て原案通り決議された。 

 

【主な意見・質問など】 

白石委員：今回のルート変更でダイヤの変更は発生しないってことでよろしいか。 

 

事務局 ：ダイヤの変更はない。 

 

 



(２) ハローディ・ナフコの停留所名変更について 

事務局より資料２を説明。 

協議の結果、出席者の承認を得て原案通り決議された。 

【主な意見・質問など】 

特になし 

 

５．報告事項 

（１）令和４年度コミュニティバス運行実績報告について      

（２）コミュニティバス利用状況調査について           

（３）令和５年度事業計画（案）収支予算（案）について             

 （４）合志市地域公共交通計画の策定について        

 

報告事項（１）～（４）について事務局より説明。 

協議の結果、報告事項（３）は出席者の承認を得て原案通り決議された。 

 

【主な意見・質問など】 

斉場委員 ：①レターバスの遅延が深刻だが、事務局で対応を考えているか。 

      ②TSMC、辻久保の住宅開発等の環境の変化がある中で交通の面で何か大

きく変えていく取り組みはあるか。 

 

事務局  ：①について、今年度は時刻の調整ということで対応する。路線の見直し 

については、本年度の公共交通計画策定後に具体的に検討していく。 

②について、渋滞緩和に向けた施策が考えられるが、現時点で説明でき 

るような骨子はできていない。 

 

斉場委員 ：レターバスについて、高齢者や子どもだけでなく、都市交通として通勤

にも利用できるものにしたい。計画策定の協議の中で検討が必要。 

 

田内委員 ：企業等連絡協議会でも渋滞の問題は深刻なものととらえ、時差出勤を検

討する動きがある。通勤時間帯の調査を今年度中に実施できたらと考え

ている。 



野口委員 ：実績報告では令和４年より令和５年が改善しているとあるが、新型コロ

ナ感染症の減少が原因であり、基本的な利用者は増えていないのではな

いか。公共交通で利益を得るものが誰なのか、計画策定の中で考えてい

く必要がある。 

 

名垣会長 ：世の中が少しずつ変わっていく中、その時代に合った形で知恵を出し合

っていく必要がある。利益が全てに満足に行き渡るかというと、必ずし

もそうでもない形になることもあるかと思う。全体をどうバランスをと

っていくかというところを皆さん方の知恵をいただきながら、良い計画

を作っていきたい。 

 

７．閉会 

佐藤企画課長が閉会の宣言を行った。 

 

 


